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7月は自治労「安全衛生月間」

安全衛生委員会の活性化、職場点検活動で快適職場の実現をめざそう！

職場環境について一番よくわかっている職員一人ひとりが、安全衛生活動に参加しよう！

　自治労は毎年7月を「安全衛生月間」と位置づけ、快適な職場環境と労働安全衛生を確立するための取組みを進めています。過労死や労働災害のゼロをめざし、安全衛生委員会の活性化、職場点検の取組み等を強化することが重要です。

公務災害の現状

　地方公務員災害補償基金の統計によると、地方公務員の公務災害は、2013年度で2万5,542件（前年度2万5,507件）が認定され、前年度より35件増加し、高止まりしている状況です。

　認定された公務災害の9割以上は負傷が占めていますが、呼吸器疾患や腰痛などの疾病も多く発生しています。

　民間の労働災害についても発生率は高く、2014年末の労災速報（厚生労働省）では、死亡災害は対前年比1.5％の増加、休業4日以上の死傷災害は対前年比0.9％の増加となっています。

厚生労働省は、死傷災害発生件数が多く、近年増加傾向にある「転倒災害」に着目し、2015年1月20日付で、「第12次労働災害防止計画の目標達成に向けた労働災害対策の推進について」を発出しています。
公務災害は、起きてからでは取り返しがつきません。各職場において安全衛生活動を積極的に進め、労働災害をなくす取組みが重要です。

安全衛生委員会の活性化を！

労働安全衛生法で、一定の基準に該当する事業場では安全委員会、衛生委員会（又は両委員会を統合した安全衛生委員会）の設置と毎月1回以上の開催が義務付けられています。

しかし、県安全衛生委員会で示された「平成25年度安全衛生委員会の開催状況」を見ると、委員会を年12回以上開催しているのは、対象47所属のうち9所属にとどまっています。
　職員の命と健康を守ることが重要であることを再認識し、定期的に安全衛生委員会を開催し、職場や職務上の安全確保の取組みを強化することが重要です。

　気温や湿度、照明など、安全衛生の取組みは、職場ごとに課題が違います。そして、職場改善の取組みは、その職場で働く職員の参加がなければ成り立ちません。
労使が安全衛生活動に積極的に参加し、何をすればもっと働きやすくなるのか、お互いに知恵を出し合うことで、快適な職場が作られるのだと思います。

「ヒヤリハット」をみんなで点検しよう

　仕事中に、ヒヤッとしたこと、ハッとしたこと、危ない！と感じたことはありませんか？ヒヤリハットとは、危ないことが起こったが、幸い災害には至らなかった事象のことです。

ハインリッヒの法則（1:29:300、分析により導かれた労働災害の発生比率）では、1件の重大事故の裏に、29件の軽傷事故、300件の無傷事故（ヒヤリハット）があると言われています。

ヒヤリハット活動は、この300件のヒヤリハットを集め、事前の対策と危険の認識を深めることで、重大な事故を未然に防ぐ活動です。
普段仕事をしていて危険と感じることや、「ヒヤリハット」した経験について話し合い、みんなで点検することから始めてみてはどうでしょうか。

職場訪問をしたところ、「今までできていなかったが、安全衛生委員会を月1回開催することにした」という所属もありました。自治労県職労は、「労働安全衛生の確立」を重点課題として交渉を進めています。今後も過重労働の撲滅やメンタルヘルス対策、ハラスメントのない職場づくりをめざして運動を展開します。

2016自治労県職労

本部役員・評議委員選挙

～組合員は必ず投票しましょう～

投票期間：7月10日（金）～16日（木）

投票回収期限：7月22日（水）必着
（郵送は7/17までに投函を）
投票用紙が届いたら、すぐ投票を！

自治労県本部パワーアップセミナー2015

映画「ベアテの贈りもの」上映会

のお知らせ

日本国憲法（1946年11月3日公布）に、第14条「法の下の平等」と第24条「家庭生活における両性の平等」を草案したベアテ・シロタ・ゴードンの功績、それを受けて活動展開を進める日本女性たち、変化する日本社会、そして今後を問うドキュメンタリー。


日　時：８月５日（水）１８時３０分開会（１８時１５分受付開始）

場　所：ヨコハマプラザホテル５階　桜　／横浜駅東口より徒歩2分

内　容：18:30～　開会

18:40～　映画「ベアテの贈りもの」上映（92分）

20:35～　グループワーク（20分）

20:55～　まとめ

21:00　　終了

✿軽食を用意します。お仕事帰りでもお気軽にご参加を♪

✿参加申込は、自治労県職労事務局まで

戦争法案廃案！
強行採決反対！7.14大集会

日時：7月14日（火）18時30分～
場所：日比谷公園大音楽堂
戦争させない・9条壊すな！

総がかり行動

日時：7月16日（木）18時30分～

場所：国会正門前
7.26とめよう！戦争法案

集まろう！国会包囲行動

日時：7月26日（日）14時～

場所：国会周辺
※詳細は、自治労県職労事務局まで

















































参加費無料！





日本国憲法　第3章　国民の権利及び義務


第14条　すべて国民は、法の下に平等であって、人種、信条、性別、社会的身分又は門地により、政治的、経済的又は社会的関係において差別されない。


第24条　婚姻は、（略）夫婦が同等の権利を有することを基本として、相互の協力により維持されなければならない。











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































